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１．はじめに
　群馬大学教育学部（現：共同教育学部）では，2014
年度にバンドン日本人学校，台北日本人学校において
海外日本人学校におけるインターンシップを開始し，
その後，釜山日本人学校，ヤンゴン日本人学校，ハノ
イ日本人学校と，実施協力校を拡張してきた［１，２］。
海外日本人学校におけるインターンシップの目的は，
国内外で進むグローバル化に対する教育学部生の意識
や関心を高め，海外の教育現場での実体験を通してグ
ローバルな視点や多様な価値観を身につけること，そ
して近年，急増する外国籍児童生徒の対応においてイ
ンターンシップ経験をもとに将来の教員としての資質
を高めることである。外国籍の児童・生徒の多い群馬
県において，教職に就く上で，海外で暮らしている日
本の子どもたちと交流をもった経験はインターンシッ
プ経験者にとって大きな財産となっている［３］。
　本稿では，群馬大学教育学部において2020年１月
11日から25日まで実施した，ハノイ日本人学校にお
けるインターンシップの記録を記載する。2019年度
の海外日本人学校におけるインターンシップは，学
生募集の説明会を５月22日に実施し，参加希望学生
に対して６月13－14日（一次募集），７月30日（二
次募集）に面接を実施した。選考の結果，ハノイ日
本人学校へのインターンシップには学部３年生であ
る生方千晴（理科教育専攻），守田圭嗣（理科教育専
攻），堤康太（数学教育専攻）の３名が参加すること
となった。
２．参加学生によるインターンシップの記録
 （生方千晴）
（１）事前指導
　事前指導は以下の日程で行われた。事前指導①②に
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ついては青木准教授と日程や宿泊場所，航空券の予約
などを行った。また，危機管理オリエンテーションで
は，海外に渡航にするにあたっての注意事項等を国際
課の方からお話していただいた。
　　　８月31日　事前指導①
　　　12月４日　危機管理オリエンテーション
　　　12月19日　事前指導②
（２）事前準備
　ハノイ日本人学校での配属学年や教科については渡
航前に知らされていなかったため，授業等の準備は特
に行うことができなかった。現地での１日目の打ち合
わせで配属を教えていただき，担当教員と各自が相談
しながらインターンシップ期間の中で授業準備を行っ
た。持ち物については，青木准教授と昨年ハノイ日本
人学校のインターンシップに参加した先輩方にも連絡
をとり，聞いた話を参考にしながら準備をした。
（３）インターンシップでの活動
　配属学級である小学部６年１組を中心に，様々な学
年や教科の授業を参観させていただいた。具体的に
は，中学部の理科の授業や小学部のほかの学年の国語
や算数，またベトナム語の授業を参観した。また，授
業実践としては道徳の授業を１時間，指導案を書いた
上で行った。そのほかにも，体育や英語，算数の授業
でＴ２として入ったり，怪我をして車椅子で学校生活
を送っていた児童の介助や１日体験入学の補助を行っ
たりした。さらに，校内研修にも２回参加させていた
だいた。また，ハノイ日本人学校の子どもたちのほと
んどがスクールバスでの通学だったため，朝と帰りの
時間は玄関前で子どもの出迎えと見送りを行った。
　ハノイ日本人学校での１日のスケジュールはおおよ
そ表１に示す通りである。日によって少しずつ異な
り，月・水・金は清掃の後にハノイタイムと呼ばれる
英語の時間が20分ほどあったり，火曜の放課後にはク
ラブ活動があったりした。
　また，インターンシップ中の私の時間割を表２に示
した。授業参観・授業実践だけでなく，放課後の校内
研修やクラブ活動にも参加させていただき，いろいろ
なことを学べた。
　実際の授業風景の様子を図１に示す。小学部では，
１クラスあたり約20名の児童が在籍していた。
　また，インターンシップを行った期間がちょうどベ
トナムでテトと呼ばれる旧正月の直前だったため，ベ
トナムの文化を取り入れた行事を見ることもできた。
図２は，テトの前日の朝の集会で，ライオンダンスと
呼ばれる伝統的な踊りを披露している様子である。何
回も見たことがある児童もいれば，今回が初めてだと
いう児童もいて，とても盛り上がっていた。
表１：１日のスケジュール
表２：ハノイ日本人学校での活動
図１：授業風景
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　図３はハノイ日本人学校の門の前で撮ったものだ
が，校門を入ろうとするとパスを持っていなければ中
に入れず，名簿に氏名や用事を記入しないと通しても
らえないようになっていて，セキュリティーはとても
しっかりしていたと思う。決して治安が悪い街ではな
いが，このような環境が整っているのであれば安心し
て子どもを通わせることができるのではないかと感じ
た。
（４）報告会
　令和２年２月５日にインターンシップの事後報告会
を行った。インターンシップでの活動の様子を中心に
プレゼンテーションを行った。ハノイだけでなく，バ
ンドンや釜山，ヤンゴンの日本人学校にいった学生
の報告も聞くことができた。ぜひインターンシップに
行っていない学生にも話を聞いてもらいたいと思っ
た。インターンシップのことを知らない学生がほとん
どだと思うので，ほかにも伝えられる機会があると良
いと感じた。
（５）インターンシップを通じ得られたこと
　今まで日本人学校とはどんな場所なのか想像したこ
とすらなかったが，実際に行ってみると日本の学校と
ほとんど変わらない様子であった。日本の学習指導要
領に基づき，日本で使われている教科書を用いて授業
を進めていて，一歩学校の中に入ってしまえば学習環
境としてはほぼ同じだと感じた。ただ，学習面以外で
は日本と比較するとどうしても制限されてしまってい
ると思った。例えば，ほとんどの子どもがスクールバ
スで登下校しているため，放課後になっても自由に遊
ぶことができなかったり，大気の指数が悪い時は外遊
びや外での体育，部活動などができなかったりという
こともあった。また，家に帰っても外の公園で遊ぶこ
とのできるような環境はなかなか整っていないため，
家で宿題をしたりパソコンで遊んだりすると言ってい
た。そんな中でも，休み時間には友達と教室で話したり
校庭や体育館などで活発に遊んだりしており，範囲は限
られていても子どもらしく過ごしていると感じられた。
　また，日本人学校で働く先生方からも多くの刺激を
受けた。熱心に教育に取り組む若い先生が多く，子ど
もとの向き合い方を見て本当に勉強になった。日本の
学校と比べると難しい部分もたくさんあるはずだが，
そんな様子はまったく感じさせないような授業を展開
していた。今まで日本人学校の教師という職業に着目
したことはなかったが，先生方の様子を見ていて自分
自身の将来の選択肢の一つにもなり得るということを
感じられた。大学を卒業してすぐの先生方も多く，み
な楽しそうに仕事をしている様子が印象的だった。異
なる文化の中で生活するということによって視野が広
がり，人として成長できる場所なのではないかと思っ
た。海外ならではの経験ができるのは本当に魅力的だ
と思った。
　また，今回初めてベトナムに渡航したが，今まさに
急速な経済発展を遂げている様子を肌で感じてくるこ
とができてよかったと思う。たくさんの高層マンショ
ンが建設中であったり，大きなショッピングモールが
あったりしていて，街には若者が多く，活気が溢れて
いた。まだまだ成長を続けると思うので，またもう少
し時間がたったら訪れてみたいと思った。
（６）日本人学校以外の現地大学での活動
　ハノイ教育大学を訪問して，物理教育を専攻してい
図３：ハノイ日本人学校の正門前の様子
図２：テトにおける集会の様子
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る大学生と一緒に講義を受けたり勉強していることに
ついてお互いに話したりする機会があった。他国の大
学生と話せることはあまりないので，とても貴重な時
間だった。今回，大学訪問のための準備を事前に出来
なかったが，何か出し物などを準備できたらよかった
のかなと思った。
 （生方千晴）
３．おわりに
　ハノイ日本人学校へのインターンシップの実施は今
回で３回目となるが，快く受け入れていただいた校長
先生，教職員及び関係者に，感謝の意を表したい。多
国籍児童生徒が増加している群馬県で教職員になるこ
とを目指している学生にとって，他国における日本人
学校の働きを体験することは大変貴重な機会となって
いる。海外日本人学校におけるインターンシップ活動
が，今後も継続されることが期待される。
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図４：ハノイ教育大学の学生との交流
